
・広島県庄原市では、駆除頭数の増加に対応するため、イノシ

シ・シカの有害鳥獣処理加工施設「庄原ジビエ工房」を新設

しました。この新施設は、旧施設から機能を移転して令和7

年11月から稼働しています。

・当該施設は、衛生管理及び流通規格の遵守やトレーサビリ

ティの確保など適切に取り組んでいることを証明する「農林

水産省の国産ジビエ認証」を取得しています。

・持ち込まれた有害鳥獣は、食肉処理を行い「庄原猪いちば

ん」ブランドのジビエ肉として県内外の飲食店、市内の道の

駅などで販売しており、認証取得がきっかけとなりジビエの

学校給食への提供が開始されました。また、ふるさと納税の

お礼品として好評を得ています。

お問い合わせ先
有害鳥獣処理施設「庄原ジビエ工房」
住所：広島県庄原市是松町5020-33
824-74-6966

販売場所など

主な取組内容

有害鳥獣処理施設「庄原ジビエ工房」を新設（庄原市）

・鮎：カワウの駆除もしている。

・ペットフードに利用はしているが、通年では困難。

・販売はロースは売れるが、その他の部位（腕等）はミンチ位。（ブロックのまま卸販売もしている

・１年を通じて、居酒屋・焼き鳥屋に提供は困難。

・開始後の苦労は、いかに衛生的に衛生管理が大変。

・鹿の処理数が増加（処理が大変：食肉利用は３割、処理が手間で残渣も多い）、猪は減少（豚熱の為） （処理は大変：食肉利用は４割、需要がある）

・幻のジビエとも言われ、フランス料理の高級食材であるアナグマを捕獲したいが困難。冬眠するので狩猟期は冬季のため狩猟期間が短い。

・ジビエは、高タンパク・低カロリーで需要はあるが、統一した商品がなく、

施設内の状況

スライサーなどの加工処理器具機材

ラベラー 解体作業場 出荷前保管庫

解体された有害獣

・施設面積が旧施設より２．５倍となり、作業効率を高

めたことから、旧施設も併用し処理頭数が2，5倍程

度にアップした。市内はもとより近隣市町との広域連

携を視野に入れて、施設の有効活用を図りたい。

施設の有効活用

谷口社長
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